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代
　
表
　
質
　
問

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

明
石
市
が
強
く
豊
か
に
な
る

た
め
の
未
来
へ
の
投
資

令
和
８
年
度
当
初
予
算
案

令
和
８
年
度
施
政
方
針

石
駅
周
辺
地
区
、
明
石
港
東
外
港

地
区
、
大
蔵
海
岸
地
区
が
相
互
に

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
明
石

の
ま
ち
の
魅
力
や
回
遊
性
を
高
め
、

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ

な
が
る
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。
本

市
と
し
て
も
、
Ｌ
字
型
を
描
く
３

地
区
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
県

管
理
の
港
湾
施
設
用
地
で
あ
る
東

外
港
地
区
は
、
明
石
公
園
、
明
石

駅
、
中
心
商
業
地
の
ラ
イ
ン
と
大

蔵
海
岸
を
つ
な
ぐ
要
に
位
置
す
る

重
要
な
場
所
で
あ
り
、
市
庁
舎
跡

地
と
の
一
体
的
な
利
活
用
に
向
け
、

県
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。
な
お
、
令
和
７
年
９
月
に

県
と
明
石
港
東
外
港
地
区
再
開
発

推
進
に
関
す
る
基
本
協
定
書
を
締

結
し
、
県
有
地
と
市
有
地
の
一
体

祉
費
等
の
扶
助
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
過
去
最
大
の
１
５
１
５

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
新

庁
舎
や
ご
み
処
理
施
設
等
の
整
備

に
伴
い
借
り
入
れ
る
市
債
の
償
還

が
本
格
化
す
る
12
年
度
ご
ろ
か
ら

収
支
不
足
が
発
生
す
る
見
込
み
で
、

財
政
収
支
の
均
衡
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
歳
入
確
保
に

向
け
た
強
化
策
と
し
て
新
た
に
財

政
戦
略
担
当
を
設
置
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
獲
得
強
化
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
拡
充
、
歳
入
確
保
に

関
す
る
先
進
事
例
の
収
集
等
に
取

り
組
む
。
さ
ら
に
、
歳
出
面
に
お

い
て
も
公
共
施
設
の
配
置
適
正
化

や
事
務
事
業
の
見
直
し
等
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
図
り
、
限
り
あ

る
財
源
を
最
大
限
活
用
し
て
い
く
。

　
今
後
も
収
支
見
込
み
の
改
善
を

経
費
や
扶
助
費
の
増
加
等
に
よ
り
、

７
年
度
か
ら
１
４
９
億
円
増
加
し

た
。
財
政
基
金
等
３
基
金
の
取
り

崩
し
額
は
29
億
円
だ
が
、
８
年
度

末
の
残
高
は
１
２
２
億
円
を
確
保

で
き
る
見
込
み
で
、
実
質
公
債
費

比
率
な
ど
の
財
政
指
標
は
健
全
な

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
収
支
見

込
み
上
の
基
金
残
高
も
15
年
度
末

時
点
で
は
７
年
度
か
ら
９
億
円
改

善
し
、94
億
円
と
な
る
見
込
み
だ
。

　
今
後
、
財
政
運
営
指
針
と
な
る

財
政
白
書
の
15
年
度
末
時
点
で
の

基
金
残
高
１
０
０
億
円
維
持
を
目

標
に
、
歳
入
面
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
獲
得
強
化
や
公
共
施
設
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
拡
充
な
ど

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
歳
出

面
で
は
、
公
共
施
設
の
配
置
適
正

化
の
ほ
か
事
業
の
選
択
と
集
中
を

的
な
開
発
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

協
定
に
基
づ
き
県
市
連
絡
会
議
を

設
置
し
て
情
報
共
有
と
意
見
交
換

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
東
外
港
地
区
が
明
石
の

魅
力
を
発
信
す
る
地
区
と
な
る
よ

う
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果

も
含
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

を
県
や
関
係
機
関
と
共
有
、
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

図
り
、
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
積

極
的
な
歳
入
確
保
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
努
め
て

い
く
。

そ
の
他
の
項
目

○
本
市
の
教
育
現
場
が
抱
え
る
課
題

と
そ
の
対
策

○
環
境
へ
の
取
組
と
課
題

○
本
市
の
防
災
に
お
け
る
課
題
と
今

後
の
取
組

徹
底
す
る
。
ま
た
、
あ
か
し
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
後
期
戦
略
計
画
に
基
づ
き
産

業
振
興
や
雇
用
創
出
な
ど
地
域
産

業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
人
口

維
持
の
た
め
重
要
な
視
点
で
あ
る

働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
項
目

○
兵
庫
県
に
お
け
る
「
起
債
許
可
団

体
」
へ
の
転
落
に
よ
る
市
民
生
活

へ
の
影
響

問�　
明
石
港
東
外
港
地
区
を
中
心
に

東
は
大
蔵
海
岸
、
北
は
明
石
駅
周

辺
地
区
や
明
石
公
園
へ
広
が
る
Ｌ

字
の
ま
ち
づ
く
り
を
本
市
の
未
来

の
戦
略
的
投
資
に
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答�　
大
蔵
海
岸
の
魅
力
向
上
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
大
蔵
海
岸
み
ら

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
明

問�　
令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

市
の
財
政
状
況
と
今
後
の
見
通
し
、

財
源
確
保
策
を
聞
く
。

答�　
令
和
８
年
度
予
算
は
全
て
の
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
、

心
豊
か
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
、

も
っ
と
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
す
る
た
め
の
編
成
と
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
市
役
所
新
庁
舎

整
備
等
の
投
資
的
経
費
や
障
害
福

問�　
本
市
は
現
在
、
新
庁
舎
建
設
や

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
な
ど
巨
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同
時
進
行
し
て

い
る
。
今
後
財
政
は
、
公
債
費
の

償
還
と
維
持
管
理
費
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る
が
、
次
世
代
に
負
担
を

先
送
り
し
な
い
持
続
可
能
な
財
政

運
営
の
進
め
方
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

市
役
所
新
庁
舎
整
備
等
の
投
資
的

にぎわいづくりの要となる明石港東外港地区 工事が始まった市役所新庁舎

施政方針を述べる丸谷市長

回
収
す
る
部
材
の
長
寿
命
化
設
計
、

要
求
水
準
を
上
回
る
ご
み
貯
留
容

量
な
ど
の
提
案
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
、
本
市
が
目
指
す

地
球
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
循
環

型
・
低
炭
素
社
会
の
構
築
と
安
全

か
つ
安
定
し
た
ご
み
処
理
に
大
き

く
貢
献
す
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
環
境
保
全
対
策
と
安
全

性
の
配
慮
と
し
て
有
害
物
質
の
低

減
を
図
る
と
と
も
に
、
敷
地
の
境

界
か
ら
十
分
な
距
離
を
と
っ
て
大

型
設
備
を
配
置
す
る
こ
と
で
騒
音

や
悪
臭
等
の
影
響
を
抑
制
し
、
周

辺
環
境
へ
の
配
慮
を
図
る
。
さ
ら

に
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
不
適
物
混
入
防

止
対
策
や
自
動
運
転
、
遠
隔
監
視

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
最
新
技
術
の
導

入
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向

上
や
運
転
管
理
の
省
人
化
を
図
り
、

施
設
の
安
定
稼
働
と
安
全
性
を
確

保
し
て
い
く
。
今
後
も
継
続
的
な

情
報
公
開
と
住
民
理
解
の
促
進
の

た
め
、
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
、

事
業
者
か
ら
の
提
案
内
容
等
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
市
民
に
丁

寧
に
報
告
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
項
目

〇
令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針
と
市

政
運
営
の
基
本
姿
勢

問�　
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
優
先

交
渉
権
者
が
決
定
し
た
が
市
民
の

関
心
が
高
い
環
境
へ
の
影
響
や
財

政
負
担
等
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答�　
厳
正
な
審
査
を
行
い
選
定
し
た

事
業
者
は
、
省
エ
ネ
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
建
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
す
建
築
物
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
の
取
得

や
、
ご
み
焼
却
で
発
生
し
た
熱
を

完成予想図 （外観イメージ）
※今後の実施設計等により変更する場合があります
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員
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け

自
由
民
主
党
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よ
子
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ち

こ

か
が
や
き
ネ
ッ
ト・市
民
の
会

中
村

　茂
雄
　議
員

な
か

し
げ

お

む
ら

明
石
維
新
の
会

所
属
議
員
３
人
以
上
の
会
派
の
代
表
者
が
、
会
派
の
政
策
や
理
念
等
を
踏
ま
え
、

施
政
方
針
、
当
初
予
算
お
よ
び
市
政
の
重
要
課
題
に
関
し
て
、
市
の
見
解
を
問
い
ま
す
。




